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1．背景・目的 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「オリンピック・パラリンピッ

ク」という。）が開催される各競技会場においては、外国人来訪者や視聴覚障がい者

（以下「外国人来訪者等」という。）が多数来場することが想定される。 

これらの外国人来訪者等も含め、誰もが安心・安全に観戦を楽しむことができる環

境を整えるためには、平常時における競技情報や緊急時における災害情報を多言語化

し情報伝達を行うこと、また、音声だけでなく文字情報等も用い多様な手段による情

報伝達に努めることが重要である。 

このため、総務省では 2018 年度の「競技会場における ICT 利活用に関する調査研

究の請負」において、競技会場における情報伝達に資する ICT 利活用の促進に向けた

実証事業を実施した。 

その成果のひとつとして、競技会場を訪れるより多くの来訪者に対して情報伝達を

行うためには、アナウンスやビデオボード（競技会場に設置された大型映像表示装

置）等、複数の情報伝達手段を組み合わせることが肝要であることを確認した。 

また、情報伝達手段の一環として、ICT を利活用することが効果的であること、特

に外国人来訪者等への情報伝達に際しては、音響通信技術（放送用設備から発する音

声等にトリガー音（音響通信に係るトリガー信号をいう。以下同じ。）を重畳し、ト

リガー音を受信したスマートフォン等の情報端末に情報を表示する技術）の利活用が

有効であることを確認した。 

同技術は、情報を多言語で表示させることに加え、大規模災害による通信回線の輻

輳等により、インターネットの利用が困難となった場合においても情報の伝達が可能

であるといった点に強みを有するものである。 

本調査研究においては、昨年度に実施した調査研究の成果を踏まえつつ、オリンピ

ック・パラリンピックにおける実装を念頭に置き、競技会場における音響通信技術の

利活用に向けた具体的なシステム構成や運用方法について検証を行う。 

また、検証の結果を踏まえ、音響通信技術の利活用に係るガイドラインを取りまと

めることとする。 

なお、本調査研究の成果がオリンピック・パラリンピックにおいて利活用されるこ

とを目指すのみならず、オリンピック・パラリンピック以降においても、多様な競技

会場において音響通信技術が利活用される環境構築に繋がることを目指す。 
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 設立日 

2017 年 10 月 25 日 

 会長 

ヤマハ株式会社執行役 飯塚朗 

 会員数 

324（2020 年 3 月 1 日現在） 

 

 

 

図表 2-2 SoundUD コンソーシアムの概要 

 

 

上述の SoundUD について、既に国内の様々な場面において活用が進んでいる。 

ここでは主な活用事例を紹介する。 

 

目指す社会

① 目的に賛同する法人、団体、自治体等の活動サポート

② SoundUDの様々な業界での展開・利用状況に関する情報共有

③ SoundUDに関連する社会ニーズおよび、技術シーズの集約

④ 支援ツール等を利用した業界横断的な実証実験の実施、
およびシステム改良

⑤ 対応製品、サービスの導入促進による利用エリア、ユーザーの拡大

⑥ 関連技術、システムの標準規格化と製品化、サービス化の促進

⑦ 多言語音声翻訳、先端ロボット、クールジャパン、情報産業、観光産
業等の技術、取り組みとの連携

⑧ 環境に配慮した都市基盤整備、地方創生、スマートシティに関する取
り組みとの連携

主な活動内容
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図表 2-3 SoundUD の活用事例 

 

2-2．SoundUD で用いるトリガー音の特徴 

SoundUD は通信方式や周波数帯域等の異なる複数の形式でサービスを提供するこ

とが可能である。 

日本航空(株)

 対応内容
日本航空手荷物受託カウン
ターの自動放送

 対応言語
日、英、中(簡)、韓

全日本空輸(株)

 対応内容
就航している国内各空港にてタ
ブレットを用いた多言語アナウン
ス放送

 対応言語
日、英、中(簡)、 韓

京浜急行電鉄(株)

 対応内容
自動放送（駅改札口付近での
案内、発車番線案内等）、
多言語サイトURL表示（路線
図、乗換え案内等）、車両内の
音声放送

 対応言語
日、英、中(繁・簡)、韓

東京都交通局

 対応内容
国立競技場など12駅の各改札
口にて駅構内図、出口案内、な
ど駅に関する案内情報を配信

 対応言語
日、英、中(繁・簡)、韓、フランス、
スペイン、タイ

日蓮宗

 対応内容
建築物の情報を配信、周辺の
観光スポット情報を配信

 対応言語
日、英、中(簡)、韓

ジェイアールバス関東(株)
 対応内容
「ウエルカム成田セレクトツアー号」の
車内にて、立寄り先の観光情報を
配信
「THE アクセス成田号」の車内にて、
時刻表等の情報を配信 など

 対応言語
日、英、中(繁・簡)、韓

京成電鉄(株)

 対応内容
メルヘンシアター「KAWAII 
KABUKI ～ハローキティ一座の
桃太郎～」
フェアリーランドシアタ「MEMORY 
BOYS～想い出を売る店～」
上記、上演に伴う字幕サービス

 対応言語
日、英、中(繁・簡)、韓、タイ※メ
ルヘンのみ

(株)サンリオエンターテイメント

 対応内容
駅構内での到着遅延案内など
異常時におけるアナウンス放送、
各駅の改札口で周辺情報を配信

 対応言語
日、英、中(繁・簡)、 韓

 対応内容
車両・駅構内での啓発放送、
到着遅延案内などのアナウンス
放送

 対応言語
日、英、中(簡)、 韓

東急電鉄(株)

©’13,’20 SANRIO S/D・

G ©’76,’90,’96,’99,’01,’10
,’20 SANRIO APPROVAL 
No.P1204111

 対応内容
各種案内情報を配信

 対応言語
日、英、中(繁・簡)

渋谷センター街











10 

 

(3) その他放送設備 

(1)及び(2)の系統とは別に、競技会場の入退場口などにおける観客サービスを目

的に、仮設で設置される放送設備であり、放送設備の設置場所においてイベント

スタッフなどが操作する 

 

これら放送設備の特徴を以下で詳述する。 

 

(1) 競技用放送設備 

観客向けサービスを目的としているため、カバーエリアは観客席に限られている場

合が多い。 

音質の良好なものが多く、比較的、高周波数の音域まで放送することができるた

め、トリガー音の選択幅は広い。 

 

(2) 非常用放送設備 

火災に関する緊急情報を伝達することを目的としているため、カバーエリアは施設

全体となっている。 

消防法施行令第 7 条第 3 項第 4 号ハに規定する放送設備としての機能を有するもの

であり、停電時などにおいて常用電源が遮断された場合、非常電源によって放送を継

続することができる。 

 

トリガー音に高周波数の信号が含まれている場合、非常用放送設備に悪影響を与え

る可能性があるので、トリガー音の選択には注意が必要である。 

これについては、消防庁より発出された「消防用設備等に係る執務資料の送付につ

いて（通知）」（令和２年３月 27 日付け消防予第 72 号）及び一般社団法人電子情報

技術産業協会より発表された「「音響透かし技術」を利用した音声を非常用放送設備

のマイクロフォン端子から放送する方法について」（2019JEITA-情産第 284 号 2020

年 3 月 27 日）において整理が行われた。 

なお、本設備が設置されていない競技会場においては、競技用放送設備及びその他

放送設備により火災発生時の必要な放送を行う。 

 

(3) その他放送設備 

上述の通り、(1)及び(2)とは異なる系統の放送設備である。 

競技会場の入退場口など、特定の場所における観客サービスを目的としているた

め、カバーエリアはスピーカーを設置した限られた場所となる。 
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2-4．競技会場における放送設備毎のトリガー音の放送方法  

「2-3. 競技会場において利活用される放送設備」にて言及した放送設備とトリガー

音放送方法との関係性は次の通りである。 

 

 

 

図表 2-11 競技会場における放送設備とトリガー音放送方法 

 

(A) 音楽再生ソフトの活用 

トリガー音を放送するにあたり、音楽再生ソフトを活用するものである。 

SoundUD で用いるトリガー音の放送に特化したアプリに加え、タブレットやスマ

ートフォンで使用することができる一般的な音楽プレーヤーアプリを活用することも

可能であるが、それらアプリ（本調査研究では、これらを総称して「音楽再生ソフ

ト」という。）に事前にアナウンス内容及びそれに紐づくトリガー音を登録してお

く。 

その上で、タブレットやスマートフォンといった情報端末を競技用放送設備やその

他放送設備に接続の上、音楽再生ソフトを操作することにより、競技会場においてト

リガー音を放送することが可能となる。 

非常用放送設備については、その特性上、一般的には放送設備に情報端末を接続す

ることが困難である。非常用放送設備よりトリガー音を放送する方法については後段

で述べる。 

 

 

放
送
設
備

(1)競技用放送設備

(2)非常用放送設備

(3)その他放送設備

〇

(A)音楽再生ソフトの活用 (B)ビデオボードとの連動

トリガー音放送方法

〇
(※ビデオボードが設置され

た会場が対象)

－－

〇 －

(C)アナウンス補助
システムの活用

〇

－

－

(D)マイク前再生方式の
活用

〇

－

－
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図表 2-12 音楽再生ソフト活用の様子 

 

(B) ビデオボードとの連動 

会場に設置されたビデオボードと連動させ、トリガー音の放送を行うものである。 

競技会場におけるビデオボードに投影された映像と音声との関係性は、以下の 2 通

りに区分される。 

 

 ビデオボードと競技用放送設備が連動している場合 

 ビデオボードと競技用放送設備が連動していない場合 

 

前者の場合、事前に映像にトリガー音を組み込んでおけば、ビデオボードに映像を

投影するための操作を行うことにより、会場内にトリガー音を放送することが可能と

なる。 

後者の場合、事前に映像にトリガー音を組み込んでおいたとしても、ビデオボード

に映像を投影するだけでは競技会場内にトリガー音が放送されることはない。映像を

投影する操作と併せ、競技用放送設備からトリガー音を放送する操作を同時に行うこ

とによって、会場内にトリガー音を届けることが可能となる。 

ビデオボードと競技用放送設備との関係性は、競技会場によって異なるものであ

り、会場の状況に合わせてトリガー音放送の方法を決定する必要がある。 
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イベント運営主体がどのような観点より音響通信技術の評価を行い、どのような点

に留意が必要であると考えているかという情報は、多様な競技会場の関係者が技術の

導入を検討するにあたって有益な情報であると考えられる。 

「(2) 音響通信技術の競技会場への導入」について、組織委員会の協力を得て、実

際のオリンピック・パラリンピックの一部の競技会場において音響通信技術を実装す

ることを前提に技術的な要件（競技会場の放送設備とトリガー音を放送する機器との

接続、放送する際の周波数、音量の水準設定等）に関する検証を行うこととする。 

ビデオボードの使用が可能である会場においては、競技用放送設備とビデオボード

を用い、トリガー音放送と映像投影の連動を円滑に実施することが可能であるかを確

認する。 

また、放送設備より放送するトリガー音が競技会場における競技音等にどの程度影

響を受けるかを併せて確認する。加えて、人の耳には聞こえづらい音声が動物に影響

を及ぼすことが無いかという点についても確認を行うこととする。 

「(3) イベント運営者による音響通信技術の運用」について、組織委員会の協力を

得て、(1)及び(2)の検証を踏まえ、実際のオリンピック・パラリンピック競技会場に

おいて会場内の放送設備を用い、オリンピック・パラリンピック大会運営の際の音響

通信技術の運用（音響通信技術を用いて競技の進行や災害発生時の避難誘導等におい

て必要な情報の発信）に関する検証を行うこととする。 

イベントにおいては、スタッフが来訪者への情報伝達を自ら実施する、或いは、関

係者に情報伝達に係る指示を出すといった対応を行うことが想定される。これを踏ま

え、イベントスタッフが音響通信技術を用いた情報伝達を行うためのトリガー音放送

の方法を理解・操作し、同技術を運用することが可能であるか検証を行う。 

また、音響通信技術を用いた情報伝達を行う場合、一定数の会場来訪者が来訪者自

身のスマートフォンのアプリを通じて、情報を入手するものと考えられる。その際、

アプリの使い方がよく分からず、会場スタッフに質問する可能性があるため、スタッ

フが問い合わせに答えることができる体制を整備しておくことが望ましい。 

そのため、来訪者より頻繁に寄せられると想定される問いを整理の上、同問いに対

する回答案を準備しておくことが対策として有効であると考えられる。以上より、本

調査研究を通じ、問い合わせが多いと考えられる問いを明らかとすると共に、同問い

への回答を準備する。 

「(4) アプリの機能」について、本調査研究における実証実験を通じ、アプリに対

する要望を聴取することで改善点を整理し、アプリの使用性の向上等、必要となる改

善を実施する。 

また、イベント運営者が期待する役割・機能をアプリが果たすことが出来るかとい

う点についても検証を行うこととする。この検証を受け、上記と同様、必要となる対
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応を実施する。 

上記の他、(1)～(4)に加えて留意すべき事項等については、「(5)その他」において

確認を行うこととする。 

これら検証観点について整理したものは次の通りである。 

 

 

 

図表 3-2 本調査研究における検証観点 

 

3-3．検証方法の整理  

「3-2. 検証観点の整理」において確認した内容について、本調査研究では以下を通

じ明らかとした。 

 

(A) 実証実験 

(B) 放送設備等に係る競技会場の調査 

(C) その他調査 

(D) 机上調査 

検証観点 検証対象 検証項目

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等

イベント運営主体 • 利活用意義 等
(1)音響通信技術の

利活用意義

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動
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(E) 関連事業（東京都実施事業）において実施した検証 

 

はじめに、検証内容と検証方法との関係性について以下に示す。 

 

 

 

図表 3-3 検証内容と検証方法の関係性 

 

「(A)実証実験」について、スポーツイベント開催時の状況を想定し、入退場口に

おける案内や競技中に競技情報の放送を行うといった平常時の状況、地震等が発生し

た緊急時の状況を再現したシナリオを作成の上、検証を行い、音響通信技術を用いた

情報伝達に対して期待していた意義を見出すことができたか、また、音響通信技術の

競技会場への導入や運用を問題無く行うことが可能であったかを確認する。 

加えて、実証実験において会場来訪者役を務めて頂く方には、実際にアプリを用い

た情報の受信を体験して頂き、アプリに対する要望を聴取することにより、アプリの

使用性の観点から、課題や改善点を明らかとすることとした。 

なお、本調査研究はオリンピック・パラリンピックにおける技術の実装をひとつの

目的として実施するものである。そのため、技術の実装に向けた検討を進めるにあた

っての判断材料のひとつとすべく、音響通信技術の競技会場への導入等に係る検討

は、オリンピック・パラリンピック会場を対象として実施し、結果のとりまとめを行

うことが最適であると判断した。 

43 のオリンピック・パラリンピック会場は、大きくは以下 3 つの区分に分類するこ

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

○
（※2）

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

△
(※3)

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

－

○
(※1)

〇 〇
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とができる。 

 

 屋外会場 

 半屋外会場 

 屋内会場 

 

音響通信技術に係る検証を進めるにあたっては、多様な環境下で問題無く技術を利

活用することが可能であるかを検証することが肝要である。 

このような観点に立ち、組織委員会と調整のもと、上記 3 つの会場区分を網羅する

形で以下 4 つの会場を実証会場として選定した。 

 

① 伊豆 MTB コース（屋外会場） 

② 国立代々木競技場（屋内会場） 

③ 横浜スタジアム（半屋外会場） 

④ オリンピックスタジアム（半屋外会場） 

 

「(B) 放送設備等に係る競技会場の調査」について、(A)と異なり、シナリオを作

成した検証は行わない。ここでは、競技会場において音響通信技術の導入を問題無く

行うことができるかどうかに主眼を置き、会場の放送設備を対象とした検証を行うこ

ととする。 

調査を実施する会場は、前述に記載した考えの通り、オリンピック・パラリンピッ

ク会場を対象とすることとした。 

組織委員会と調整のもと、放送設備等に係る競技会場の調査の対象会場としては以

下 4 つの会場を選定した。 

当初は福島市及び仙台市内の施設を対象とし、調査を実施する想定であったが、本

調査研究の遂行中に判明した事由のため、主管課の了承の下、調査の対象会場の一部

見直しを行った。 

 

① 札幌ドーム（屋内会場） 

② 富士スピードウェイ（半屋外会場） 

③ 横浜国際総合競技場（半屋外会場） 

④ 伊豆ベロドローム（屋内会場） 

 

「(C)その他調査」について、競技会場においては、競技音の他、風や波などの環

境音、来訪者による拍手など人工音が発生することが想定され、それらの音がトリガ

ー音の放送に影響を及ぼし得るものであるかを確認し、その結果を取りまとめること
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とする。 

「(D)机上調査」について、「(1)実証事業」～「(3)その他調査」を補完する形で行

うものとする。 

ここでは、競技会場においてトリガー音の放送を行う際、テレビ中継が行われる場

合には、テレビ視聴者がトリガー音を受信する可能性があるか等について確認を行

い、結果のとりまとめを行う。 

「(E)関連事業（東京都実施事業）において実施した検証」について、今年度東京

都が別途「都有施設における多言語対応放送設備類導入等業務委託」を実施してい

る。 

東京都実施事業は、オリンピック・パラリンピック会場である都有施設を対象と

し、音響通信技術の競技会場への導入等について検証を行うものである。 

本調査研究のとりまとめを行うにあたり、東京都実施事業より得られた結果を参考

とさせて頂くことで、より体系的な結果の整理が可能になると考えられることから、

下記検証結果を一部参照させて頂くこととする。 

 

 既存の放送設備に限らず、避難先などにおいても適切な情報提供を可能とする可

搬型拡声器を用いたトリガー音放送に係る検証 

 

3-4．実証実験  

3-4-1．トリガー音を埋め込んだ音響データの作成 

「3-3. 検証方法の整理」にて言及したように、実証実験はスポーツイベント開催時

の状況を想定し、入退場口における案内や競技中に競技情報の放送を行うといった平

常時の状況、地震等が発生した緊急時の状況を再現したシナリオを作成の上、検証を

行うものである。 

各実証実験の実施に先立ち、事前に会場の現地確認を行わせて頂いた。その際、会

場の施設管理者等との意見交換を行い、各会場における情報伝達のあり方を確認した

上で、どのような形で音響通信技術を利活用していくことが可能であるかを検討し

た。その上で、組織委員会と調整のもと、各会場において実証を進める上でのシナリ

オを作成した。 

また、上記の通り作成したシナリオに沿った検証を進めるため、使用するトリガー

音を埋め込んだ音響データ（アナウンス音声とトリガー音を組み合わせたもの）の作

成を行った。その上で、それらに紐づく多言語（日本語、英語等）の情報をアプリに

表示させることとした。 

本調査研究において、作成したデータは以下の通りである。 

 

 避難誘導のための文章 
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 観客誘導のための文章 

 挨拶をイメージした文章 

 選手情報 

 情報提供のための文章 

 文章に紐づく動画 

 

なお、音響データを作成する際の留意点は以下の通りである。 

アプリに表示させる文字情報について、一度に放送する文章が長い場合、放送文を

そのままアプリ上で表示させると、文字数が増えてしまい読みづらく分かりにくくな

るため、伝えるべき最低限の情報を表示させることが望ましい。 

特に災害時における緊急を要する際は、何が起こっていて、何をすればよいかとい

う情報を端的に伝えることが重要である。来訪者がそれぞれの判断のもと行動する

と、集団パニックを引き起こす可能性があり事態の収拾ができず、さらに被害が増し

てしまう可能性もある。最低限の情報を伝え、来訪者の不安を軽減させるようなメッ

セージを発信することが重要である。 

 

3-4-2．伊豆 MTB コース（屋外会場） 

(1) 競技会場の特徴 

本競技会場の特徴は以下の通りである。 

 

 会場概要 

全長 4,100ｍ、高低差が 150m あるオフロードコース 

 所在地 

静岡県伊豆市 

 収容人数 

11,500 人 

 本競技会場で実施される競技 

オリンピック競技：自転車競技（マウンテンバイク） 

（出所：組織委員会ホームページ（https://tokyo2020.org/ja/venues/izu-mtb-

course）） 

 

(2) 検証内容 

本競技会場において、音響通信技術の利活用意義やその運用について検証するにあ

たり想定した場面は次の通りである。 
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 入退場口案内と同様、テストイベントへの来訪者を対象とした情報伝達を

実施した。 

 なお、本検証においては組織委員会の方々において、トリガー音放送に係

る機器の操作を実施頂いた。 

 

 活用場面「災害発生～避難」について 

 検証概要 

 自転車競技（マウンテンバイク）が実施されている中、震度 6 弱の地震が

発生、会場内の被害状況を確認の上、来訪者の避難誘導を行う状況を想定し

た避難訓練を実施した。 

 なお、同訓練は、テストイベントに参加された来訪者の一部（200 名程

度）に加え、組織委員会の方々、地域の警察機関及び消防機関等からも参加

頂いた。 

 なお、本検証においては組織委員会の方々において、トリガー音放送に係

る機器の操作を実施頂いた。 

 避難訓練の流れ 

 以下に示す通り避難訓練を実施した。 

 

 

 

図表 3-5 避難訓練の流れ（伊豆 MTB コース） 

 

 参加者の役割及び情報入手手段の組合せ 

 避難訓練の際の参加者の役割及び情報入手手段の組合せを以下に示す。 

 本設定のもと、競技会場における多様な来訪者に対して、どのような形で

情報を提供することが有効であるか検証することとした。 

 

場面 会場内の状況

 地震発生（※避難訓練開始） ー

 パニックコントロール
誘導員が来訪者に対し、落ち着いて身体を防護するよう促す。

来訪者は誘導員のみならず、アナウンスやアプリを通じ状況を把握する。

 会場内被害状況確認
誘導員は会場の被害状況を確認する。

来訪者は引き続きアプリ等を通じて状況把握に努める。

 避難開始 誘導員の指示に従い、来訪者は避難を開始する。

 避難完了（※避難訓練完了） ー
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図表 3-6 参加者の役割及び情報入手手段（伊豆 MTB コース） 

 

また、「3-3. 検証方法の整理」において示した内容のうち、本実証実験において検

証を行う部分は以下図表の通りである。 

 

 
 

図表 3-7 検証内容（伊豆MTB コース） 

 

これを踏まえ、本実証実験の検証内容を以下の通り整理することとする。 

 

① 音響通信技術の利活用意義 

② 音響通信技術の競技会場への導入に係る検証 

③ イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガー音放送）に係る検証（平常

時：入退場口案内） 

アナウンス 誘導員 アプリ

1  日本人 ✓ ✓ ✓

2  日本人(聴覚障がい者) ✓ ✓

3  外国人 ✓ ✓

# 参加者の役割
情報入手手段

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

○
（※2）

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

△
(※3)

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

－

○
(※1)

〇 〇
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④ イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガー音放送）に係る検証（平常

時：競技中・競技間・式典等） 

⑤ イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガー音放送）に係る検証（緊急

時：災害発生～避難） 

⑥ イベント運営者による音響通信技術の運用（アプリ利用者からの問い合わせ対

応）及びアプリの機能の確認 

 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会との

意見交換を通じて確認を行った。 

「②音響通信技術の競技会場への導入に係る検証」について、本競技会場において

は各種イベント開催時に都度スピーカーの設置が行われている。 

実証実験実施の際には、テストイベントの運営に必要であるという観点から仮設で

複数のスピーカーを設置の上、それらスピーカーより必要な周波数及び音量の出力が

可能であるか検証を行うこととした。 

「③イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガー音放送）に係る検証（平

常時：入退場口案内）」、「④イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガー音

放送）に係る検証（平常時：競技中・競技間・式典等）」及び「⑤イベント運営者に

よる音響通信技術の運用（トリガー音放送）に係る検証（緊急時：災害発生～避

難）」について、各検証において実証に参加頂いた組織委員会の方々に対し、音響通

信技術を用いた情報伝達を円滑に行うことができるか確認を行った。 

「⑥イベント運営者による音響通信技術の運用（アプリ利用者からの問い合わせ対

応）及びアプリの機能の確認」について、本実証実験に参加した組織委員会の方々と

の意見交換を通じて確認を行うこととした。 

 

(3) 検証に用いた放送設備とトリガー音 

テストイベントの運営に必要であるという観点から仮設で複数のスピーカーを設置

の上、会場内において必要な周波数及び音量の出力が可能であるか検証を行うことと

した。 

本競技会場における仮設スピーカーの設置個所、同地点において使用したトリガー

音の組合せを以下に示す。 
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図表 3-14 トリガー音放送のためのシステム構成 

（スタート地点及び表彰式エリア、観客席エリア） 

 

(4) 検証結果 

ここでは、(2)で整理した検証内容①～⑥について結果の整理を行う。 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会に対

して確認を行った。活用場面毎の確認結果を以下に示す。 

はじめに、活用場面「入退場口案内」に係る確認結果を以下に示す。 

 

 容易な操作で、外国人来訪者などの情報端末（アプリをダウンロードした端末）

に情報を表示させることができる。 

 来訪者への円滑な情報伝達を実現するため、トリガー音放送のために使用する情

報端末が画面遷移した際にアナウンス及びトリガー音の放送が止まらないように

すること、また、状況に応じ複数アナウンスを組み合わせ、それらを繰り返し再

生できるようプレイリストの作成を可能とするといった改善を加えて頂きたい。 

 

次に、活用場面「競技中・競技間・式典等」に係る確認結果を以下に示す。 

仮設スピーカー

アンプ

スタート地点及び表彰式エリア 観客席エリア

ミキサー

音楽再生ソフト活用の
ための情報端末

テストイベント主催者
設置放送設備

仮設スピーカー

※ トリガー音再生機は設置個所毎に
バッテリーで駆動
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 容易な操作で、外国人来訪者などの情報端末（アプリをダウンロードした端末）

に情報を表示させることができる。 

 イベント運営者においては、選手の順位に係る情報等、来訪者にとって有意義で

あると考えられる情報を保有している。これら情報の発信を可能とするために

は、事前に放送するコンテンツを準備する必要があり、どのような情報を来訪者

に発信するか予め検討し、文章を紐づけたトリガー音を準備しておくことが重要

である。 

 

次に、活用場面「災害発生～避難」に係る確認結果を以下に示す。 

 

 多様な情報伝達手段が存在することは意義があると考えられる。音響通信技術は

競技会場における情報伝達を充実させるひとつの手段となる。 

 なお、音響通信技術の利活用意義とは話が異なるものの、避難者の内、アプリを

使用しない外国人の役を務めて頂いた方の避難誘導を行う際に、避難先の方向を

矢印で示すフリップボードを活用したが、言葉が通じない相手に対して非常に効

果的な情報伝達手段であると感じた。実際に競技会場においては、アプリを使用

しない外国人の方が存在することも十分考えられるため、音響通信技術の利活用

と組み合わせて緊急時における情報伝達のあり方を検討することが重要である。 

 

組織委員会スタッフからは音響通信技術に対する肯定的な意見があげられ、緊急時

において同技術を利活用した情報伝達を実施することの意義が確認された。 

本結果より、音響通信技術は競技会場における来訪者への情報伝達の充実に資する

ものであると考えられる。 

また、実際に音響通信技術を用いた来訪者への情報伝達を実施頂く中で、状況に応

じてその場で、アナウンス文章が紐づいたトリガー音を柔軟に組み合わせて放送を行

いたいとの要望を頂いた。 

本実証実験実施時点における音楽再生ソフトでは上記要望を満たすことができない

ため、文章を柔軟に組み合わせプレイリストを作成し、トリガー音を放送することが

可能となるよう対応を進めることとした。 

「②音響通信技術の競技会場への導入に係る検証」について、シナリオに沿った検

証を実施するに先立ち、本競技会場に設置した仮設スピーカーより音響通信技術を利

活用するにあたって必要な周波数や音量を出力することが可能であるか検証を行っ

た。 

 





31 

 

在するエリアが存在したが、アプリはより音量が大きい方のトリガー音を優先的に受

信することを確認した。 

各エリアにおいて検証を行った際に確認した上記事項は本競技会場において、音響

通信技術の利活用環境を構築する際に参考とすることができると考えられる。 

「③イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガー音放送）に係る検証（平

常時：入退場口案内）」及び「④イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガ

ー音放送）に係る検証（平常時：競技中・競技間・式典等）」について、競技会場に

おいてアナウンス及びトリガー音を放送し、来訪者のアプリに対して情報を届けるた

めの機器の操作を円滑に行うことが可能か、組織委員会の方々に対し確認を行った結

果を以下に示す。 

なお、検証に先立ち、組織委員会の方々においてアナウンス及びトリガー音放送に

係る音楽再生ソフトの操作方法を理解頂くためのマニュアルを作成し、同マニュアル

を用いながら当該機器の操作担当者に操作方法を事前に説明し、周知した上で、実証

実験を実施した。 

検証の結果を以下に示す。 

 

 

 

図表 3-17 平常時におけるトリガー音放送に係る操作の検証結果 

 

検証の結果、音楽再生ソフトを用いたアナウンス及びトリガー音の放送は事前に準

備したマニュアルを確認せずとも、容易に操作が可能であることを確認した。 

一方、どのような情報を発信すべきかについては課題が明らかとなった。音響通信

利用箇所：観客入退場口
（バス乗降所から入退場口に向かう来訪者への情報発信）

検証結果：操作については、問題なく担当者のみで対応できていた。
なお、操作マニュアルを確認することはなかった。
滞留している時など、ループで同一放送を流し続けると
来訪者にストレスを与える可能性もあるため、利用文章と
放送タイミングは引き続き、検討が必要である。

利用シーンと利用アナウンス

シーン ：入退場口に来訪者が滞留するタイミング（バス降車場から移動）
アナウンス：列数指示（アナウンス有）

「2列に沿ってお並びください」

シーン ：来訪者が整列できているタイミング
アナウンス ：暑さ対策喚起 （アナウンス有）

「熱中症を防ぐために、適度に水分を摂取したり、涼しい場所へ移
動したりするなど個人で対策をとってください。気分がすぐれない場
合はすぐにお近くのスタッフにお声がけください」

不審物を見かけたときはお知らせください（アナウンス有）
「会場内および会場周辺で不審物を見かけたときは、お近くの
スタッフにお知らせください」​

利用箇所：スタート地点及び表彰式エリア、観客席エリア
（レースを観戦している来訪者への情報発信）

検証結果：操作については、問題なく担当者のみで対応できていた。
なお、操作マニュアルを確認することはなかった。
担当者が所属する部署は、来訪者にとって有益な情報
（選手の順位等）を保持しているが、音楽再生ソフト上
には一部の情報しか登録がなかったため、情報発信するこ
とができなかった。情報発信内容は検討が必要である。

利用シーンと利用アナウンス

シーン ：選手入場時、選手が周回したタイミング、表彰式
アナウンス：選手情報男子（アナウンス無。トリガー音のみ）

「（※具体の選手名）」など

シーン ：その他のタイミング
アナウンス：不審物を見かけたときはお知らせください（アナウンス無。

トリガー音のみ）
「会場内および会場周辺で不審物を見かけたときは、お近くの
スタッフにお知らせください」​
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技術を用いた情報発信を行う場合には、事前に放送するコンテンツを準備しておく必

要がある。そのため、予め当日の競技の模様を十分想定の上、来訪者の関心を引く、

或いは有益であると考えられる情報を整理の上、それらをトリガー音に紐づけて放送

することができる状況を準備しておくことが肝要であると確認した。 

「⑤イベント運営者による音響通信技術の運用（トリガー音放送）に係る検証（緊

急時：災害発生～避難）」について、競技会場においてアナウンス及びトリガー音を

放送し、来訪者のアプリに対して情報を届けるための機器の操作を円滑に行うことが

可能か、組織委員会の方々に確認した結果を以下に示す。 

 

 

 

図表 3-18 緊急時におけるトリガー音放送に係る操作の検証結果 

 

平常時同様、緊急時においても音楽再生ソフトを用いたアナウンス及びトリガー音

の放送はマニュアルを確認せずとも、容易に操作が可能であることを確認した。 

「⑥イベント運営者による音響通信技術の運用（アプリ利用者からの問い合わせ対

応）及びアプリの機能の確認」について、誘導員役として避難訓練に参加した組織委

員会スタッフとの意見交換を通じ、アプリを利活用した来訪者よりどのような問い合

わせがなされたか、また、組織委員会としてアプリに対してどのような期待を抱くか

確認を行った。 

確認結果を以下に示す。 

 

 アプリを利用した来訪者より受けた問い合わせ 

 アプリを開くも、ローディング画面が続き、次の画面に進まない。 

 アプリにおいて情報が表示されない。 

 言語設定の方法等、アプリの使い方がよく分からない。 

利用箇所：スタート地点及び表彰式エリア、観客席エリア

検証結果：操作については、問題なく担当者のみで対応できていた。
また、操作マニュアルを確認することはなかった。

利用アナウンス

避難訓練時間案内
「この後避難訓練を実施します。
お時間に余裕のある方はぜひご参加ください。
参加いただける方は表彰式会場で待機をお願いします。
避難訓練終了後、訓練参加記念品を出口でお渡しします。
帰宅される方はバス乗降場までの移動をお願いします。」

緊急地震速報
「緊急地震速報が発表されました。
身の安全を図ってください。」

身の安全確保
「地震です。身の安全を図ってください。」

注意喚起
「先ほど、地震がありました。
慌てて行動すると危険です。
落ち着いて係員の指示に従ってください。」

状況確認（待機）
「ただいま、係員が会場内の状況を確認しております。
次の放送をお待ちください。」

誘導開始
「会場内を確認しました結果、地面に複数の亀裂を発見しました。
これから、皆様を安全な場所に誘導いたします。
皆様は係員の指示に従って、落ち着いて避難してください」

誘導中
「押し合ったり、叫んだりせず前の人に続いて落ち着いて避難してください」

避難訓練終了
「本日は、避難訓練にご参加頂きありがとうございました」

※放送順
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 バックグラウンド（※他のアプリを操作していても、トリガー音を受信すれ

ば通知がなされる機能）でアプリを起動している場合に情報が表示されない

ケースがあった。 

 

 アプリに対する期待 

 アプリをダウンロードした来訪者は、特に何も対応をしなくとも自然と情報

が入ってくる形が望ましい。 

 会場来訪者が緊急時に初めてアプリを使うのではなく、平常時の延長線上と

してアプリを使用頂く状態を目指すことが望ましい 

 アプリを使用すると、どのようなことが出来るのか、どのような場面におい

て活用することができるのか、事前の周知の徹底も必要である。 

 

意見交換を通じ、アプリの改善点が幾つか明らかとなった。 

来訪者において、アプリが機能しなかった原因としては、アプリ内に取り込まれた

トリガー音に紐づく情報が最新のものになっていなかった、アプリを利用する上で使

用するスマートフォンのマイク機能がオフとなっていたこと等が想定される。 

アプリの改善を継続すると共に、来訪者から同様の問い合わせがなされた際に誘導

員が円滑に回答を行うことができるよう、回答案の準備を行うこととする。 

また、アプリに対する期待を踏まえ、アプリの改善に取り組むこととした。 

 

3-4-3．国立代々木競技場（屋内会場） 

(1) 競技会場の特徴 

本競技会場の特徴は以下の通りである。 

 

 会場概要 

東京 1964 大会時に水泳とバスケットボールの競技会場として使用するため、建

設された施設 

 所在地 

東京都渋谷区 

 収容人数 

10,200 人 

 本競技会場で実施される競技 

オリンピック競技：ハンドボール 

パラリンピック競技：車いすラグビー、バドミントン 

（出所：組織委員会ホームページ（https://tokyo2020.org/ja/venues/yoyogi-national-

stadium）） 
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 パラバドミントンが実施されている中、震度 6 弱の地震及び地震に伴う火

災が発生し、来訪者の避難誘導を行う状況を想定した避難訓練を実施した。 

 なお、同訓練には、組織委員会の方々の他、地域の消防機関等からも参加

頂いた。 

 

 避難訓練の流れ 

 以下に示す通り避難訓練を実施した。 

 

 

 

図表 3-22 避難訓練の流れ（国立代々木競技場） 

 

 参加者の役割及び情報入手手段の組合せ 

 避難訓練の際の参加者の役割及び情報入手手段の組合せを以下に示す。 

 本訓練の参加者は概ね日本人であったものの、訓練の際のアナウンス言語

をスペイン語とすることで、参加者が場内の状況を確認することができな

い、日本の競技会場を訪れた外国人の立場となるような状況を作り出した上

で訓練を進めることとした。 

 そのような状況を作り出すことにより、外国人の立場から、競技会場にお

いて音響通信技術を利活用した情報伝達を行うことにどのような意義がある

か確認することとした。 

 また、日本人聴覚障がい者、視覚障がい者、車いすユーザー役を務めて頂

いた方々には、誘導員が適宜情報伝達の支援を行いながら、音響通信技術の

利活用が円滑な避難誘導に寄与するものであるかを検証した。 

 

場面 会場内の状況

 地震発生（※避難訓練開始） ー

 パニックコントロール
誘導員が来訪者に対し、落ち着いて身体を防護するよう促す。

来訪者は誘導員のみならず、アナウンスやアプリを通じ状況を把握する。

 会場内被害状況確認
誘導員は会場の被害状況を確認する。

来訪者は引き続きアプリ等を通じて状況把握に努める。

 火災発生の確認 ー

 パニックコントロール
誘導員が来訪者に対し、落ち着いて身体を防護するよう促す。

来訪者は誘導員のみならず、アナウンスやアプリを通じ状況を把握する。

 避難開始 誘導員の指示に従い、来訪者は避難を開始する。

 避難完了（※避難訓練完了） ー
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図表 3-23 参加者の役割及び情報入手手段（国立代々木競技場） 

 

また、「3-3. 検証方法の整理」において示した内容のうち、本実証実験において検

証を行う部分は以下図表の通りである。 

 

 

 

図表 3-24 検証内容（国立代々木競技場） 

 

これを踏まえ、本実証実験の検証内容を以下の通り整理することとする。 

 

① 音響通信技術の利活用意義 

② 音響通信技術の競技会場への導入に係る検証 

アナウンス 誘導員 アプリ

1  日本人(聴覚障がい者) ✓

2  日本人(視覚障がい者)

3  日本人(車いすユーザー) ✓

4  外国人 ✓

# 参加者の役割
情報入手手段

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

○
（※2）

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

△
(※3)

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

－

○
(※1)

〇 〇
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③ アプリの機能 

 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会との

意見交換を通じて確認を行った。 

「②音響通信技術の競技会場への導入に係る検証」について、関係者との協議・調

整のもと、本実証実験においては競技会場における放送設備を活用するのではなく、

本調査研究受注者が持ち込んだ仮設スピーカーを用い、検証を進めることとした。詳

細は「(3)検証に用いた放送設備とトリガー音」において述べる。 

「③アプリの機能」について、本実証実験に参加した組織委員会の方々との意見交

換を通じて確認を行った。 

なお、当日のトリガー音の放送等、音響通信技術に関する運用は本調査研究受注者

において対応したが、本実証実験に参加した組織委員会の方々には運用の様子をご確

認頂いた。 

 

(3) 検証に用いた放送設備とトリガー音 

実証実験の実施に先立ち行った事前の会場調査の結果、本競技会場においては競技

用放送設備、非常用放送設備共、本調査研究において使用している音響通信技術であ

る SoundUD の利活用が困難であることを確認した。 

放送設備にはそれぞれ推奨される周波数帯域や音量が設定されている。推奨される

周波数帯域、音量に当てはまらないトリガー音を放送することは、放送設備の劣化や

損傷に繋がる恐れがあることから、本競技会場の放送設備からトリガー音の放送を行

わないこととした。 

そのため、検証を実施するにあたり、入退場口及び競技会場内に仮設スピーカーを

設置することとした。 

本競技会場における仮設スピーカーの設置個所及び、同地点において使用したトリ

ガー音の組合せを以下に示す。 

また、非常用放送設備メーカー（TOA 株式会社）の協力を得て、SoundUD のトリ

ガー音を含まないアナウンスを放送し、アナウンス補助システムの操作要領を確認す

ることとした。 
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図表 3-27 システム構成（各地点共通） 

 

(4) 検証結果 

ここでは、(2)で整理した検証内容①～③について結果の整理を行う。 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会に対

して確認を行った。活用場面毎の確認結果を以下に示す。 

はじめに、活用場面「競技中・競技間・式典等」に係る確認結果を以下に示す。 

 

 アプリを利活用する際には、誰をターゲットとして情報を発信していくのかを決

定することが肝要である。本決定を受けて、必要となるコンテンツが明らかとな

る。 

 誰にどのような情報を伝達していくのか、また、情報伝達手段として音響通信技

術を取り入れる場面はどこなのか、これらを押さえることが重要である。 

 

組織委員会スタッフにおいて実際に音響通信技術の利活用を体験頂き、誰にどのよ

うな場面でどのような情報を届けるかを整理しておくことが肝要であるとの意見を頂

いた。 

上記頂いた意見は、音響通信技術を利活用する際の留意点の整理を行う際に参考と

させて頂くこととする。 

次に、活用場面「災害発生～避難」に係る確認結果を以下に示す。 

 

 誘導員役として参加したが、避難誘導を担当する者にとって、外国人を含む会場来

訪者にどのような指示が伝わっているかを把握できるのは有効である。実際には、

来訪者との直接的なコミュニケーションも発生すると思われるため、その際に個

別に多言語対応できる機能があるとなおよい。 

 同技術を用いた情報伝達を実施するにあたり、自衛消防組織と誘導員で指揮系統

が異なるため、役割分担や指揮ルートを予め明確にしてもらいたい。 

音楽再生ソフト活用の
ための情報端末

仮設スピーカー
（アンプ、簡易ミキサー内臓）
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 火災発生以降の場面にて活用したアナウンス補助システムについては容易に操作

が可能であることを確認した。 

 

組織委員会スタッフからは音響通信技術に対する肯定的な意見があげられ、緊急時

において同技術を利活用した情報伝達を実施することの意義が確認された。 

併せてコメント頂いた留意事項については、音響通信技術を利活用する際の留意点

の整理を行う際に参考とさせて頂くこととする。 

「②音響通信技術の競技会場への導入に係る検証」について、「(3)検証に用いた放

送設備とトリガー音」で述べた通り、本競技会場においては設置された放送設備より

トリガー音を放送することが困難であることを確認した。 

また、本競技会場においてシナリオに沿った検証を実施するに先立ち、予め設置し

た仮設スピーカーより、図表 3-25 にて示す各エリアにおいて問題無くトリガー音の

発信及び受信が可能であることを確認した。 

これは、各エリアには実証参加者が不在という環境下にて確認を行ったものであ

る。同環境下においては、各エリアにおいて問題無くトリガー音の受信が可能であっ

たものの、観客席エリア１及び２に実証参加者の方々に着席頂いた上で進めたシナリ

オに沿った検証の場面においては、一部参加者の方々がアプリにおいて情報の受信を

行うことができないケースが確認された。 

仮設スピーカーを設置した箇所において十分な高さを確保することができなかった

ことから、参加者の位置によっては、スピーカーと参加者との間に別の参加者の方々

が存在するような場所が生じた。そのような環境においては、別の参加者が影とな

り、スピーカーより放送されるトリガー音をスマートフォンにおいて円滑に受信する

ことができない状況が生じたものと考えられる。 

本結果より、競技会場において仮設スピーカーを用いてトリガー音を放送する場合

には、同スピーカーよりトリガー音を放送したいエリアを検討するにあたって、スピ

ーカーの位置や高さを十分に検討の上、設置を行うことが肝要であると考えられる。 

また、図表 3-25 において言及した本調査研究で取り上げた音響通信技術である

SoundUD 以外の音響通信技術についても本競技会場においてトリガー音の受信がで

きることを確認した。 

「③アプリの機能」について、本実証実験に参加した組織委員会スタッフとの意見

交換を通じ、アプリに対してどのような期待を抱くか確認を行った。 

確認結果を以下に示す。 

 

 アプリに対する期待 

 シアターモードは、単なる文字列表示となっており、音声が聞こえない聴覚

障がい者にとっては臨場感を感じることができず不満につながると感じる。
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せめて、カラオケのように話している部分を色付きで表示する、実際の動画

にかぶせて文字を表示する等の工夫があれば望ましい。 

 シアターモードを選択する場合、音声読み上げがなされない。シアターモー

ドにおいて、音声読み上げ機能があれば望ましい。 

 災害時に必ずしもアプリを起動しているわけではない。災害発生時に、当該

アプリがあれば情報を受け取れる旨をまず通知し、アプリを起動するよう動

機づけする取組みがあればよいのではないか。 

 

意見交換を通じ、アプリの改善点やアプリの利活用にあたっての留意事項が幾つか

明らかとなった。 

アプリに対する期待を踏まえ、アプリの改善に取り組むこととした。 

また、アプリの利活用にあたっての留意事項に関しては、どのようにイベントにお

いてアプリを活用することが望ましいか整理を進める上で参考とさせて頂いた。 

 

3-4-4．横浜スタジアム（半屋外会場） 

(1) 競技会場の特徴 

本競技会場の特徴は以下の通りである。 

 

 会場概要 

横浜公園内にある日本初の多目的スタジアム 

 所在地 

神奈川県横浜市 

 収容人数 

35,000 人 

 本競技会場で実施される競技 

オリンピック競技：野球・ソフトボール 

（出所：組織委員会ホームページ（https://tokyo2020.org/ja/venues/yokohama-

baseball-stadium）） 

 

(2) 検証内容 

本競技会場において、音響通信技術の利活用意義やその運用について検証するにあ

たり想定した場面は次の通りである。 
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図表 3-29 避難訓練の流れ（横浜スタジアム） 

 

 また、上記訓練の他、入退場口に仮設スピーカーを設置し、同スピーカー

からアナウンス及びトリガー音を放送した上で、来訪者に避難頂く訓練につ

いても実施した。 

 参加者の役割及び情報入手手段の組合せ 

 避難訓練の際の参加者の役割及び情報入手手段の組合せを以下に示す。 

  

 
 

図表 3-30 参加者の役割及び情報入手手段（横浜スタジアム） 

 

また、「3-3. 検証方法の整理」において示した内容のうち、本実証実験において検

証を行う部分は以下図表の通りである。 

 

場面 会場内の状況

 地震発生（※避難訓練開始） ー

 パニックコントロール
誘導員が来訪者に対し、落ち着いて身体を防護するよう促す。

来訪者は誘導員のみならず、アナウンスやアプリを通じ状況を把握する。

 会場内被害状況確認
誘導員は会場の被害状況を確認する。

来訪者は引き続きアプリ等を通じて状況把握に努める。

 負傷者の発見 誘導員は応急救護を実施する。

 津波警報の発表 ー

 避難開始 誘導員の指示に従い、来訪者は避難を開始する。

 避難完了（※避難訓練完了） ー

アナウンス 誘導員 アプリ

1  日本人 ✓ ✓ ✓

# 参加者の役割
情報入手手段
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図表 3-31 検証内容（横浜スタジアム） 

 

これを踏まえ、本実証実験の検証内容を以下の通り整理することとする。 

 

① 音響通信技術の利活用意義 

② 音響通信技術の競技会場への導入に係る検証 

③ アプリの機能 

 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会との

意見交換を通じて確認した。 

「②音響通信技術の競技会場への導入に係る検証」について、競技会場の放送設備

より必要な周波数や音量を出力することがあるか検証を行った。また、競技用放送設

備とビデオボードを用い、トリガー音放送と映像投影の連動を円滑に実施することが

可能であるかを確認した。 

また、降雨がトリガー音放送に与える影響についても確認を行った。 

「③アプリの機能」について、本実証実験に参加した組織委員会の方々との意見交

換を通じて確認した。 

なお、当日のトリガー音の放送等、音響通信技術に関する運用は本調査研究受注者

において対応したが、本実証実験に参加した組織委員会の方々には運用の様子をご確

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

△
(※3)

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

－

○
(※1)

〇 〇

○
（※2）

○
（※2）
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備からのトリガー音の放送を同時に実施する形で検証を進めた。 

また、上記の他、入退場口に仮設スピーカーを設置し、入退場口付近に位置する来

訪者に避難頂く訓練を行う際に、アナウンス及びトリガー音（TypeB）の放送を行っ

た。 

 

(4) 検証結果 

ここでは、(2)で整理した検証内容①～③について結果の整理を行う。 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会に対

して確認を行った。活用場面「災害発生～避難」の確認結果を以下に示す。 

 

 実際に避難指示を行った立場としては、本アプリが導入されることで避難誘導時

のオペレーションが変わることもなく（手順が増えることはなく）、情報が伝わ

る方の属性が増えることが期待できるため、導入自体は有効であると考える。 

 避難誘導の場面で避難指揮所から伝えるメッセージは「何が起きているかを伝え

るもの」と「具体的な行動指示によりアクションをとってもらうもの」の大きく

2 種類に分かれる。今回のアプリがどちらの側面に強いのか、という観点から実

装するメッセージを検討するとよい。 

 避難誘導の場面ではないが、暑さ対策等の場面で適宜場内アナウンスを流すこと

もあろうと思うので、そういったメッセージにも対応してもらいたいと考える。 

 

組織委員会スタッフからは、多様な属性の方々へ情報伝達の充実という観点から音

響通信技術を評価する意見があげられた。 

また、活用の際に留意すべき事項についても意見を頂いた。本意見は、競技会場に

おける同技術の利活用方針を検討していく上で参考とさせて頂くこととする。 

「②音響通信技術の競技会場への導入に係る検証」について、シナリオに沿った検

証を実施するに先立ち、本競技会場における競技用放送設備、非常用放送設備より音

響通信技術を利活用するにあたって必要な周波数や音量を出力することが可能である

か検証を行った。 

なお、競技会場の構造が左右対称のため、左右で同様の結果が得られると考えられ

ることから、一部エリアは測定対象外とした。 
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図表 3-36 競技用放送設備に関する検証結果（横浜スタジアム） 

 

非常用放送設備よりトリガー音を放送する検証は、全てのエリアにおいて実施し

た。 

非常用放送設備に関する検証結果を以下に示す。 

 

 

 

図表 3-37 非常用放送設備に関する検証結果（横浜スタジアム） 

 

以上の結果、競技用放送設備を用いた各エリアへのトリガー音放送は問題無く可能

であり、トリガー音の受信に関しても良好な結果が得られていることを確認した。 

非常用放送設備に関して、コンコースにおいては問題無くトリガー音の受信が可能

であることが確認できた。 

検証箇所数 測定結果 検証エリアにおける受信音量

① 検証エリア１ 21箇所 ◎：7箇所、〇：14箇所 27 ～ 66 dB

② 検証エリア２ 23箇所 ◎：14箇所、〇：9箇所 35 ～ 57 dB

③ 検証エリア３ 25箇所 ◎：10箇所、〇：15箇所 27 ～ 45 dB

④ 検証エリア４ 21箇所 ◎：7箇所、〇：14箇所 32 ～ 42 dB

⑤ 検証エリア５ 22箇所 ◎：12箇所、〇：10箇所 28 ～ 50 dB

⑥ 検証エリア６ 15箇所 ◎：10箇所、〇：5箇所 25 ～ 35 dB

⑦ 検証エリア７ 18箇所 ◎：12箇所、〇：6箇所 48 ～ 62 dB

※測定結果の表記方法 ◎：トリガー音の受信回数 15秒間あたり4回以上

〇：トリガー音の受信回数 15秒間あたり2～3回

検証エリア

検証箇所数 測定結果 検証エリアにおける受信音量

① 検証エリア１ 21箇所 〇：6箇所、△：15箇所 21 ～ 50 dB

② 検証エリア２ 23箇所 〇：2箇所、△：21箇所 28 ～ 47 dB

③ 検証エリア３ 25箇所 ◎：5箇所、〇：16箇所、△4箇所 20 ～ 37 dB

④ 検証エリア４ 21箇所 △：21箇所 22 ～ 36 dB

⑤ 検証エリア５ 22箇所 ◎：7箇所、〇：11箇所、△4箇所 24 ～ 46 dB

⑥ 検証エリア６ 15箇所 △：15箇所 21 ～ 27 dB

⑦ 検証エリア７ 18箇所 ◎：1箇所、〇：17箇所 40 ～ 57 dB

⑧ 検証エリア８（コンコース） 8箇所 ◎：5箇所、〇：3箇所 58 ～ 66 dB

※測定結果の表記方法 ◎：トリガー音の受信回数 15秒間あたり4回以上

〇：トリガー音の受信回数 15秒間あたり2～3回

△：トリガー音の受信回数 15秒間あたり0～1回

検証エリア
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ダウンロードを促進させる仕組みが必須である。 

 利用環境の整備にあたっては、誰のためのアプリかという点に留意が必要で

ないか。日本人健常者であれば場内アナウンスで情報を得ることができると

考えると、障がい者や外国人の方が主な対象になると想定される。これら属

性の方に如何にアプリを周知するかを検討する必要がある。 

 一部端末においてはバックグラウンド機能を利用することができなかった。

対応頂きたい。 

 アプリに表示される文字のサイズを変更することはできないのか。ピンチ操

作により表示画面のサイズを変更できるような仕様が望ましい。 

 

意見交換を通じ、アプリの改善点やアプリの利活用にあたっての留意事項が幾つか

明らかとなった。 

アプリに対する期待を踏まえ、アプリの改善に取り組むこととした。 

また、アプリの利活用にあたっての留意事項に関しては、どのようにイベントにお

いてアプリを活用することが望ましいか整理を進める上で参考とさせて頂いた。 

 

3-4-5．オリンピックスタジアム（半屋外会場） 

(1) 競技会場の特徴 

本競技会場の特徴は以下の通りである。 

 

 会場概要 

東京 1964 大会のオリンピックスタジアムであった国立競技場が、新しい競技場

に生まれ変わった会場 

 所在地 

東京都新宿区 

 収容人数 

68,000 人 

 本競技会場で実施される競技等 

オリンピック競技等：開会式・閉会式、陸上（トラック）、サッカー 

パラリンピック競技等：開会式・閉会式、陸上（トラック） 

（出所：組織委員会ホームページ（https://tokyo2020.org/ja/venues/olympic-

stadium）） 

 

(2) 検証内容 

本競技会場において、音響通信技術の利活用意義やその運用について検証するにあ

たり想定した場面は次の通りである。 
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図表 3-41 避難訓練の流れ（オリンピックスタジアム） 

 

 参加者の役割及び情報入手手段の組合せ 

 避難訓練の際の参加者の役割及び情報入手手段の組合せを以下に示す。 

  

 
 

図表 3-42 参加者の役割及び情報入手手段（オリンピックスタジアム） 

 

また、「3-3. 検証方法の整理」において示した内容のうち、本実証実験において検

証を行う部分は以下図表の通りである。 

 

場面 会場内の状況

 地震発生（※避難訓練開始） ー

 パニックコントロール
誘導員が来訪者に対し、落ち着いて身体を防護するよう促す。

来訪者は誘導員のみならず、アナウンスやアプリを通じ状況を把握する。

 会場内被害状況確認
誘導員は会場の被害状況を確認する。

来訪者は引き続きアプリ等を通じて状況把握に努める。

 火災発生の確認 ー

 パニックコントロール
誘導員が来訪者に対し、落ち着いて身体を防護するよう促す。

来訪者は誘導員のみならず、アナウンスやアプリを通じ状況を把握する。

 避難開始 誘導員の指示に従い、来訪者は避難を開始する。

 避難完了（※避難訓練完了） ー

アナウンス 誘導員 アプリ

1  日本人 ✓ ✓ ✓

# 参加者の役割
情報入手手段
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図表 3-43 検証内容（オリンピックスタジアム） 

 

これを踏まえ、本実証実験の検証内容を以下の通り整理することとする。 

 

① 音響通信技術の利活用意義 

② 音響通信技術の競技会場への導入に係る検証 

③ アプリの機能 

 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会との

意見交換を通じて確認した。 

「②音響通信技術の競技会場への導入に係る検証」について、関係者との協議・調

整のもと、本実証実験においては競技用放送設備のみを対象として、音響通信技術を

利活用するにあたって必要な周波数や音量を出力することが可能であるか検証を行っ

た。詳細は「(3)検証に用いた放送設備とトリガー音」において述べる。また、競技用

放送設備とビデオボードを用い、トリガー音放送と映像投影の連動を円滑に実施する

ことが可能であるかを確認した。 

「③アプリの機能」について、本実証実験に参加した組織委員会の方々との意見交

換を通じて確認した。 

なお、当日のトリガー音の放送等、音響通信技術に関する運用は本調査研究受注者

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

△
(※3)

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

－

○
(※1)

〇 〇

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）
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「①競技用放送設備」について、本競技会場は、ビデオボードと競技用放送設備が

連動している会場であったことから、映像にトリガー音を組み込んだ上、同映像を放

映する形でトリガー音の放送を行った。 

 

(4) 検証結果 

ここでは、(2)で整理した検証内容①～③について結果の整理を行う。 

「①音響通信技術の利活用意義」について、本実証実験に参加した組織委員会に対

して確認を行った。活用場面「災害発生～避難」の確認結果を以下に示す。 

 

 外国人来訪者にとってはメリットがあると考えられる一方、一定期間アプリ上の

情報が更新されないタイミングがあると不安が生じるのではないか。運用の際に

留意したいポイントである。 

 アナウンスされている内容とビデオボードに表示される情報が異なるタイミング

があった。指示の伝達、機器の操作にタイムラグが生じているためであると考え

られる。多様な情報伝達の手段が競技会場に存在する際に、どのように情報を発

信していくべきか運用を考える必要がある。 

 必ずしもアプリは来訪者にダウンロードされる訳ではない。音響通信技術の利活

用を前提とした緊急時対応方法の確立は望ましくない。 

 地震発生後はアナウンスされている内容、ビデオボードに表示されている内容が

アプリ上においても確認することができた。一方、火災発生後はアナウンスされ

ている内容、ビデオボードに表示されている内容がアプリに表示されなかった。

アプリに表示される情報と表示されない情報の双方が存在するのは来訪者を混乱

させるのではないか。 

 火災発生以降の場面にて活用したアナウンス補助システムについては容易に操作

が可能であることを確認した。 

 

組織委員会スタッフからは、情報伝達手段として音響通信技術を評価する声が上が

ると共に、実際に競技会場におけるイベントの際に同技術を運用する際に留意すべき

と考えられる事項について意見を頂いた。 

競技会場において多様な情報伝達手段が存在する中、それら情報手段と音響通信技

術をどのように連動させながら情報伝達を行うか、緊急時に音響通信技術にどのよう

な役割を期待するかは重要な論点であり、同技術を利活用するに際して、予め定める

必要がある内容である。 

特に緊急時において、アプリに表示される情報と表示されない情報が存在するのは

来訪者を混乱させる可能性があるという点は指摘の通りであると考える。本競技会場

においては、非常用放送設備よりトリガー音を放送することができなかったことか
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以上の結果より、競技用放送設備を用いた検証については、観客席において、スマ

ートフォンがトリガー音を受信する上で十分な音量が届いていることが確認でき、問

題無くトリガー音の受信が可能であった。 

本実証実験で検証の対象とすることができたのは競技会場の一部エリアのみであっ

たため、実際に本競技会場において音響通信技術の利活用を検討する際には改めてよ

り広域を対象とした検証を実施することが望ましいと考えられる。 

また、図表 3-44 において言及した本調査研究で取り上げた音響通信技術である

SoundUD 以外の音響通信技術についても本競技会場においてトリガー音の受信がで

きることを確認した。 

「③アプリの機能」について、本実証実験に参加した組織委員会スタッフとの意見

交換を通じ、アプリに対してどのような期待を抱くか確認を行った。 

確認結果を以下に示す。 

 

 アプリに対する期待 

 バックグラウンド設定はデフォルトでオンとされていることが望ましい。情

報の受信を希望しない者のみ、設定を変更すればよい。 

 活用場面のひとつとして入退場口が想定されている。そのタイミングで来

訪者に向けて情報を発信していくためには、会場内でアプリを周知するだ

けでは不十分であり、事前に来訪者にアプリをダウンロードして頂く必要

がある。 

 

意見交換を通じ、アプリの改善点やアプリの利活用にあたっての留意事項が幾つか

明らかとなった。 

アプリに対する期待を踏まえ、今後のアプリの改善の方向性やどのようにイベント

においてアプリを活用することが望ましいか検討を行うこととする。 

 

3-5．放送設備等に係る競技会場の調査  

「3-3. 検証方法の整理」において示した内容のうち、本競技会場の調査において検

証を行う部分は以下図表の通りである。 
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図表 3-48 検証内容（放送設備等に係る競技会場の調査） 

 

以下に会場別の調査結果を示す。 

 

3-5-1．札幌ドーム （屋内会場） 

(1) 競技会場の特徴 

本競技会場の特徴は以下の通りである。 

 

 会場概要 

日本最北にある全天候型ドームスタジアム 

 所在地 

北海道札幌市 

 収容人数 

41,000 人 

 本競技会場で実施される競技 

オリンピック競技：サッカー 

（出所：組織委員会ホームページ（https://tokyo2020.org/ja/venues/sapporo-

dome）） 

 

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

－

○
(※1)

〇 〇

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

△
(※3)

○
（※2）

○
（※2）
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そのため、調査の際には、「①競技用放送設備」を構成するデジタルミキサーにタ

ブレットを接続し、タブレット上の音楽再生ソフトを操作することで「②非常用放送

設備」のスピーカーからトリガー音の放送を実施する形で検証を行った。 

なお、当日は一般の来場者も来場されていたことから、他の来場者の方への配慮と

いう観点より、音量を制限する形で検証に臨んだ。 

そのため、観客席等においてトリガー音を受信する上で必要であると考えられるよ

り小さな音量にて検証を実施した。 

 

(3) 検証結果 

「①競技用放送設備」より放送されたトリガー音の受信環境は観客席のうち、以下

に示す 4 つのエリアにおいて測定した。 

なお、競技会場の構造が左右対称のため、左右で同様の測定結果が得られると考え

られることから一部エリアは測定対象外とした。 

また、図表中上部の赤枠部分について、調査時は座席が収納されていたことから、

同エリアにおける測定は割愛することした。 
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非常用放送設備を用いた検証については、十分な音量をもって放送をすることが出

来なかったものの、一部コンコースにおいては小さな音量でもトリガー音を受信する

ことが出来るエリアが存在した。 

競技用放送設備の検証結果を考慮すると、本競技会場において十分な音量のもとト

リガー音声を放送することが出来れば、一定程度トリガー音を受信することは可能で

あると考えられる。 

なお、非常用放送設備からトリガー音の放送を行った際、一部音の反響が確認され

た。これは会場の形状によるものであると考えられる。本競技会場と類似の構造を有

する競技会場においては、同様に音の反響が生じ得ると考えられることから、多様な

競技会場において音響通信技術の導入を検討する際には本影響についても考慮する必

要がある。 

 

3-5-2．富士スピードウェイ（半屋外会場） 

(1) 競技会場の特徴 

本競技会場の特徴は以下の通りである。 

 

 会場概要 

首都圏に最も近い国際サーキット 

 所在地 

静岡県駿東郡小山町 

 収容人数 

22,000 人 

 本競技会場で実施される競技 

オリンピック競技：自転車競技（ロード（ロードレース・ゴール、個人タイムト

ライアル）） 

パラリンピック競技：自転車競技（（ロード）スタート・ゴール） 

（出所：組織委員会ホームページ（https://tokyo2020.org/ja/venues/fuji-int-

speedway）） 

 

(2) 検証内容、検証に用いた放送設備とトリガー音 

本競技会場における放送設備等に係る調査を実施するにあたって、使用した放送設

備とトリガー音の組合せを以下に示す。 
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以上の結果より、競技用放送設備を用いた検証については、観客席におけるいずれ

の地点においても、スマートフォンがトリガー音を受信する上で十分な音量が届いて

いることが確認でき、問題無くトリガー音の受信が可能であった。 

一方、非常用放送設備を用いた検証について、観客席においては場所ごとに受信で

きる音量にばらつきがあることが確認された。特に観客席の最前列部分には非常用放

送設備に係るスピーカーが設置されておらず、結果として、トリガー音の受信が困難

である地点が確認された。 

ピットビル A 棟に関して、屋内においては安定的にトリガー音の受信が可能であっ

た一方、建物周辺部分においては一部トリガー音の受信が困難である地点が確認され

た。建物周辺に対する情報伝達を行うために設置されたスピーカーは遠方への情報伝

達を念頭に置かれたものであり、スピーカーの向きの影響のため建物周辺の地点にお

いてはトリガー音を滞りなく受信することが困難であったためと考えられる。トリガ

ー音の受信は困難であっても、アナウンスを聞き取ることは可能である地点が多数存

在したため、そのような会場の特性を考慮した上で、緊急時における情報伝達のあり

方を検討することが肝要である。 

 

3-5-3．横浜国際総合競技場（半屋外会場） 

(1) 競技会場の特徴 

本競技会場の特徴は以下の通りである。 

 

 会場概要 

日本最大規模の観客収容能力を誇る屋外多目的競技場 

 所在地 

神奈川県横浜市 

 収容人数 

72,000 人 

 本競技会場で実施される競技 

オリンピック競技：サッカー  

（出所：組織委員会ホームページ（https://tokyo2020.org/ja/venues/internat-stad-

yokohama）） 

 

(2) 検証内容、検証に用いた放送設備とトリガー音 

本競技会場における放送設備等に係る調査を実施するにあたって、使用した放送設

備とトリガー音の組合せを以下に示す。 
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であった。 

ただし、検証エリア 3 及び４の観客席最前列において、一部トリガー音を十分に受

信することができないエリアの存在が僅かではあるものの確認された。これは、計測

時に上述の強風による影響を受けたものであると考えられる。 

コンコースに関して、スマートフォンがトリガー音を受信する上で十分な音量が届

いていることが確認でき、問題無くトリガー音の受信が可能であった。 

競技会場の構造上、コンコースにおいては風による影響は軽微なものであり、屋

内、通路とも受信環境は安定していた。 

続いて、競技会場における 64bit 版と 32bit 版のトリガー音の利活用のあり方につ

いて述べる。 

競技会場で実施されるイベントにおいて、音響通信技術を用い情報伝達を実施する

場合、予め音響通信技術を用いて放送する内容を確定させておくことにより、先に例

としてあげた駅のホームにおける情報伝達と比較すると、複雑な情報の組合せを状況

に応じて検討し、情報伝達する場面は多くないと想定される。 

本調査研究の実施に協力頂いた組織委員会に対してヒアリングを行ったところ、オ

リンピック・パラリンピックにおける情報伝達を音響通信技術を用い実施することを

想定した場合、32bit 版のトリガー音で問題無く対応可能ではないかとの見解が示さ

れた。 

競技会場における情報通信技術を用いた情報伝達を行う際には、上記を踏まえ、同

技術を用い情報伝達を行う内容、使用するトリガー音を 64bit 版とするか、32bit 版と

するか、その利活用方針を確定させることが重要である。 

次に、トリガー音を放送する際の留意事項を述べる。 

競技会場において実施されるイベントにおいては、MC によるアナウンス、BGM、

トリガー音等の情報をミキサーで組み合わせた上で、スピーカーから放送することと

なる。 

本放送について、イベント開催時には来訪者数を踏まえて音量の調整が行われる。

その際、トリガー音とそれ以外の音では性質が異なるため、スピーカーより放送する

音量を極端に調整・変更すると、トリガー音の音量レベルが適正とされる範囲から外

れてしまい、ノイズの発生や受信環境の悪化に繋がる可能性がある。 
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図表 3-66 検証内容（その他調査） 

 

音響通信技術を安定的に活用するためには、図表 3-67 に示す通り、受信地点におい

て、トリガー音と同一の周波数帯の暗騒音より 10dBSPL から 15dBSPL 大きい音量の

トリガー音を放送する必要がある。 

特に暗騒音の影響を考慮すべき競技会場におけるスポーツイベント等としては、バ

スケットボールや水泳のような競技音が大きいことが予想される競技、風や波などの自

然現象に影響を受けやすい屋外競技、さらには来訪者の拍手や歓声等が大きいと思われ

る競技及び式典等が想定される。これらの競技や式典中に発生する暗騒音を把握するこ

とで、放送すべきトリガー音量の基準値を検討することができる。このため、図表 3-

68 に記載の検証分類及び検証項目について調査を行った。なお、調査対象は競技会場

での活用が見込まれる TypeB（20kHz）及び TypeD（8kHz）帯域の暗騒音を対象とし

た。 

また、オリンピック・パラリンピックにおいても実際に競技として採用されている

が、競技会場におけるスポーツイベントとしては、馬術のように動物とともに競技を行

うものも想定される。トリガー音は人間には聞こえづらい周波数帯の音を活用している

が、動物には聞こえる周波数帯と言われている。このため、馬術競技に支障が出ないか

を確認するために、馬にトリガー音を聞かせ、馬に対する影響を調査した。 

 

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

－

○
(※1)

〇 〇

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

△
(※3)

○
（※2）

○
（※2）
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図表 3-87 暗騒音検証結果まとめ 

 

3-6-5．動物への影響調査  

トリガー音は、人間に聞こえづらい高い周波数帯の音を活用しているが、馬をはじ

めとした動物には聞こえる周波数帯である。このため、馬術競技での音響通信技術の

活用を想定し、日本中央競馬会協力のもと、実際の馬にトリガー音を聞かせ、馬に与

える影響を調査した。 

 

 調査場所 

東京競馬場 

 調査方法①：馬にトリガー音声を聞かせ、異常な反応を示さないか調査 

厩舎内にいる 8~15 才（競技馬は 8 才以上）の 4 頭に対して、およそ 1m の距離

で音圧 30~70 dbSPL の４タイプのトリガー音声（A、B、C、D）を 10 秒間聞か

せ、馬が異常な反応を示さないか獣医師及び厩務員が評価を実施 

 調査方法➁：馬にトリガー音声を聞かせ、馬が急に走り出したりしないか調査 

厩舎外にいる 8~15 才（競技馬は 8 才以上）の 3 頭に対して、音圧 70 dbSPL

（馬の地点での音圧）の２タイプのトリガー音声（A、B）をおよそ 5m の距離で

10 秒間聞かせ、馬が急に走りだしたりしないか獣医師および厩務員が評価を実施 

# 検証分類

競技音

環境音

バスケットボール

検証項目

水泳

カヌー（水流音のみ）
※観客席建設予定地点

海岸付近
※海から15M付近

風

雨

その他人工音等 拍手

歓声

ビニールの擦れ

暗騒音値(dBSPL) 

30-34.9

TypeB TypeD

45-49.9

- 45-49.9

20 38

35-39.9 20

-

-

１

２

３

４

５

６

７

８

９

基準値(dbSPL)・考察等

50以上

TypeB TypeD

60以上

- 60以上

30以上 48以上

50以上 30以上

風速10M以上の際は、安定活用
は困難 ⇒風を背中で受けることで
受信率向上可能

雨量10mm以上の際は、活用が
困難 ⇒ビニール傘より布製の掛傘
の方が受信率向上

至近距離で拍手が続く状況
下での受信は困難

受信が困難になるほどの影響
は少ない

至近距離でビニールがすれる
状況では受信は困難
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 調査結果 

調査の結果、トリガー音による馬の異常反応はみられなかった。このため、トリ

ガー音はタイプを問わず馬に対する影響はないと考えられる。調査結果は、以下

の通りである 

 

 

図表中の凡例 

「反応なし」 

全くトリガー音に反応を示さない 

「異常な反応なし」 

トリガー音が聞こえているような反応を示すが、異常な反応、行動は見られない 

「聞こえているが異常な反応なし」  

耳を傾け、トリガー音が聞こえている反応を示すが、異常な反応、行動は見られない 

 

図表 3-88 調査方法①の結果 

  

 

 

図表 3-89 調査方法➁の結果 
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3-7．机上調査 

「3-3. 検証方法の整理」において示した内容のうち、本競技会場の調査において検

証を行う部分は以下図表の通りである。 

 

 

 

図表 3-90 検証内容（机上調査） 

 

検証観点「(5)その他」に関して、音響通信技術を利活用する上で留意すべきと考え

られる以下内容について確認を行った。 

 

(1) 競技会場において放送されたトリガー音がテレビ放送を通じて家庭等のテレビか

らも放送される可能性 

(2) 緊急時に伝達される各種情報のスマートフォン上における表示のあり方 

 

「(1)競技会場において放送されたトリガー音がテレビ放送を通じて家庭等のテレビ

からも放送される可能性」について、特に緊急時に伝達される災害情報や避難情報

は、どの地域の方を対象として伝達されるべきものであるかが非常に重要な点であ

る。 

例として、競技会場周辺において発生した災害を受け、競技会場内の来訪者に災害

情報及び避難情報を音響通信技術を用い伝達するような状況において、競技会場とは

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

－

○
(※1)

〇 〇

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

△
(※3)

○
（※2）

○
（※2）
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3-8．関連事業（東京都実施事業）において実施した検証 

「3-3. 検証方法の整理」において示した内容のうち、本競技会場の調査において検

証を行う部分は以下図表の通りである。 

 

 

 

図表 3-93 検証内容（関連事業（東京都実施事業）において実施した検証） 

 

今年度東京都が別途実施している「都有施設における多言語対応放送設備類導入等

業務委託」において、既存の放送設備に限らず、避難先などにおいても適切な情報提

供を可能とする可搬型拡声器を用いたトリガー音放送に係る検証を実施している。 

本調査研究のとりまとめを行うにあたり、より体系的な結果の整理をするため、東

京都実施事業における検証結果を一部参照する。 

 

 検証目的 

競技会場におけるイベント開催中に地震等の自然災害やテロ等が発生した場合を

想定し、来訪者への情報伝達や避難誘導の際に用いる資機材（可搬型拡声器）の

実効性を検証 

 検証場所 

有明体操競技場及びその周辺道路・施設 

 検証結果 

検証方法検証内容

検証観点 検証対象 検証項目
(A)実証実験

伊豆M 代々木 横浜ス オリスタ

(B)
会場
調査

(C)
その他
調査

(D)
机上
調査

• 必要な周波数の出力

• 必要な音量の出力

等

放送設備

(3)イベント運営者による
音響通信技術の運用

(4)アプリの機能

(2)音響通信技術の
競技会場への導入

競技用放送設備

非常用放送設備

その他放送設備

トリガー音

イベントスタッフ

（イベントにおける、機器の操作及び
来訪者対応の観点より、音響通信技術

に携わる可能性のある者）

• 動物への影響

• 競技音、環境音、その
他人工音による影響

• トリガー音放送に係る
各種操作

• アプリを利用した来訪
者からの問合せ対応

〇

〇

－

－

〇

〇

△
(※3)

△
(※3)

－

－

－

〇

〇
(※4)

〇

－

〇

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

〇

－

－

－

－

－

－

－

－

イベントスタッフ、会場来訪者 • アプリの使用性 等 〇 〇 〇 〇 － －

イベント運営主体 • 利活用意義 等 － － －
(1)音響通信技術の

利活用意義
〇 〇 〇 〇

(5)その他
(1)～(4)に加えて
留意すべき事項全般

－ － 〇－－－－

－

－

－

－

(E)
関連
事業

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

※1：ビデオボードが常設されている会場が対象
※2：イベントスタッフによる運用は実施していないものの、運用の模様を確認
※3：放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技術の利活用は困難

※4：実証実験当日ではなく、事前調査のタイミングにおいて確認を実施

競技用放送設備及び
ビデオボード

放送設備・
映像設備

• トリガー音放送と映像
投影の連動

－ － － － －

－

○
(※1)

〇 〇

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

○
（※2）

△
(※3)

○
（※2）

○
（※2）
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 どのタイミングにどこでどの情報を誰が流すのかは事前に決めておくことが

重要 

 操作を簡単なものとすることで、多くの誘導員が対応できるようになり、円

滑な情報伝達や避難誘導が実現できる可能性を確認 

 予めトリガー音が届く範囲を把握しておくことが重要 

 可搬型拡声器にスマートフォン等情報端末を接続し、同端末を操作すること

でトリガー音の放送を行うが、誘導員が歩きながら端末を操作するのは危険

を伴うものであるため、滞留した場所で放送することが有効ではないかと思

慮 

 

3-9．検証結果のまとめ  

「3-3. 検証方法の整理」において示した内容に関して、本調査研究における実証事

業等を通じ明らかとした内容を以下に示す。 

 

3-9-1．音響通信技術の利活用意義 

「3-4. 実証実験」において述べたとおり、本調査研究にて実施した実証実験に参加

した組織委員会との意見交換を通じ、競技会場で実施するイベントにおいて情報伝達

手段のひとつとなる音響通信技術への評価や留意事項等の確認を行った。ここでは、

確認結果のとりまとめを行うこととする。 

なお、活用場面に応じ、音響通信技術へ期待するところは異なり、同技術の評価を

行う際の着眼点も異なると想定されることから、本項においては「3-1. 活用場面の検

討」で整理した場面毎に評価や留意事項等の整理を行うものとする。 

活用場面「入退場口案内」に係る確認結果を以下に示す。 

 

 容易な操作で、外国人来訪者などの情報端末（アプリをダウンロードした端末）

に情報を表示させることができる。 

 来訪者への円滑な情報伝達を実現するため、トリガー音放送のために使用する情

報端末が画面遷移した際にアナウンス及びトリガー音の放送が止まらないように

すること、また、複数アナウンスを繰り返し再生できるようプレイリストの作成

を可能とするといった改善を加えて頂きたい。 

 

活用場面「競技中・競技間・式典等」に係る確認結果を以下に示す。 

 

 容易な操作で、外国人来訪者などの情報端末（アプリをダウンロードした端末）

に情報を表示させることができる。 

 イベント運営者においては、選手の順位に係る情報等、来訪者にとって有意義で
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あると考えられる情報を保有している。これら情報の発信を可能とするために

は、事前に放送するコンテンツを準備する必要があり、どのような情報を来訪者

に発信するか予め検討をしておくことが重要である。 

 アプリを利活用する際には、誰をターゲットとして情報を発信していくのかを決

定することが肝要である。本決定を受けて、必要となるコンテンツが明らかとな

る。 

 誰にどのような情報を伝達していくのか、また、情報伝達手段として音響通信技

術を取り入れる場面はどこなのか、予め検討することが肝要である。 

 

活用場面「災害発生～避難」に係る確認結果を以下に示す。 

 

 多様な情報伝達手段が存在することは意義があると考えられる。本技術は競技会

場における情報伝達を充実させるひとつの手段となる。 

 実際に避難指示を行った立場としては、本アプリが導入されることで避難誘導時

のオペレーションが変わることもなく（手順が増えることはなく）、情報が伝わ

る方の属性が増えることが期待できるため、音響通信技術の活用は有効であると

考える。 

 避難誘導を担当する者にとって、外国人を含む会場来訪者にどのような指示が伝

わっているかを把握できるのは有効である。実際には、来訪者との直接的なコミ

ュニケーションも発生すると思われるため、その際に個別に多言語対応できる機

能があるとなおよい。 

 音響通信技術を用いた情報伝達を実施するにあたり、自衛消防組織と誘導員で指

揮系統が異なるため、役割分担や指揮ルートを予め明確にしてもらいたい。 

 避難誘導の場面で避難指揮所から伝えるメッセージは大きく「何が起きているか

を伝えるもの」と「具体的な行動指示によりアクションをとってもらうもの」の

2 種に分かれる。今回のアプリがどちらの側面に強いのか、という観点から実装

するメッセージを検討することが重要である。 

 アナウンスされている内容とビデオボードに表示される情報が異なるタイミング

があった。指示の伝達、機器の操作にタイムラグが生じているためであると考え

られる。多様な情報伝達の手段が競技会場に存在する際に、どのように情報を発

信していくべきか運用を考える必要がある。 

 必ずしもアプリは来訪者にダウンロードされる訳ではない。音響通信技術の利活

用を前提とした緊急時対応方法の確立は望ましくない。 

 地震発生後はアナウンスされている内容、ビデオボードに表示されている内容が

アプリ上においても確認することができた。一方、火災発生後はアナウンスされ

ている内容、ビデオボードに表示されている内容がアプリに表示されなかった。
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アプリに表示される情報と表示されない情報の双方が存在するのは来訪者を混乱

させるのではないか。 

 

上記結果より、平常時及び緊急時共に音響通信技術の利活用が競技会場における情

報伝達の充実に寄与するものであることを確認した。 

特に評価された内容のひとつとしては、競技会場における情報伝達手段の増加に伴

い、多様な来訪者へ情報を伝達することができる可能性の増大に寄与するという点が

あげられる。 

また、音響通信技術を利活用する際の留意事項として、予め音響通信技術を利活用

する場面を検討の上、場面毎にどのような属性の方々に対しどのような情報を発信す

るかを定めることが本技術の利活用に意義をもたらすものであるという点を確認し

た。 

競技会場においては音響通信技術以外にも多様な情報伝達手段が存在する。それら

情報伝達手段との組み合わせを考慮しながら、音響通信技術にはどのような役割を期

待するか事前に設計の上、音響通信技術の利活用を進めることが肝要であると考えら

れる。 

音響通信技術により、会場内において放送されているアナウンス内容やビデオボー

ドに表示されている内容の全てを来訪者に届けることができない場合は、それを前提

とした競技会場における情報伝達体系の確立を行う必要がある。 

その際、平常時における来訪者の満足度低下を避ける、また、緊急時における来訪

者の不要の混乱を避けるという観点より、来訪者に対してアプリには表示されない情

報があることを認識頂くことが肝要である。対応案としては、他の情報伝達手段によ

り、ある時点のタイミングではアプリに情報が表示されないことを伝えることや、ア

プリに情報が届いているタイミングにおいて、ある時点以降はアプリ上における情報

が更新されなくなるため、他の情報伝達手段を通じ情報を取得するよう促す等の取組

みが考えられる。 

多様な競技会場において、音響通信技術の導入を検討される際には、本項に記載の

内容を参考として頂きつつ、競技会場毎の特性を踏まえた情報伝達体系の構築を検討

頂きたい。 

 

3-9-2．音響通信技術の競技会場への導入  

「3-4. 実証実験」及び「3-5. 放送設備等に係る競技会場の調査」において、音響

通信技術の競技会場への導入について検証を行った。 

検証結果を以下に示す。 
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図表 3-94 音響通信技術の競技会場への導入に係る検証結果 

 

本結果より、会場区分によらず音響通信技術を導入することが可能であることが確

認できる。 

また、実際の会場においてトリガー音の放送に係る検証を行うことによって、放送

設備を構成する一部機器の影響を受けてノイズが発生する場合があること、会場特性

の影響を受けた音の反響が発生する場合があること等が確認できた。また、降雨の影

響についても考慮する必要があることを確認した。 

これらは机上調査を行うのみでは全てを明らかとすることができなかった事項であ

ると言える。本結果を踏まえ、競技会場における音響通信技術の導入を検討する際に

は、実際に会場において放送設備の調査を行うことにより、会場への技術の導入が可

能であるか、課題があるのであればどのような対応が必要かを確認することが肝要で

あると言える。 

本件を検討するに際しては、必要に応じて「3-6. その他調査」についても参照頂き

たい。 

また、音響通信技術を導入することが困難である会場が一部存在したが、それは放

送設備の仕様が音響通信技術の利活用に適さないものであったことに起因するもの

だ。 

本調査研究では、「2-2. トリガー音の特徴」において言及したトリガー音 TypeA～

D を用いた検証を進めてきた。それぞれのトリガー音は異なる周波数帯を使用するも

のである。仕様上、競技会場における放送設備より、それらトリガー音を放送するこ

とが困難である場合には、トリガー音 TypeA～D を用いた情報伝達を行うことは出来

競技会場

放送設備等
に係る

競技会場の
調査

会場区分
放送設備別導入可否

競技用 非常用
備考

屋外伊豆MTBコース

実証実験

○

△

○

○

○

○

ー

△

△

△

ー

○ ー

屋内国立代々木競技場

半屋外横浜スタジアム

半屋外オリンピックスタジアム

屋内札幌ドーム

半屋外富士スピードウェイ

半屋外横浜国際総合競技場

屋内伊豆ベロドローム

 競技用放送設備について、オリンピック・パラリンピックで使用予定の仮設
スピーカーを対象に検証した。

 非常用放送設備は設置義務がないため検証を実施しなかった。

 いずれの放送設備も仕様により、本調査研究で取り上げた音響通信技
術を利活用することができなかった。

 競技用放送設備について、観客席における利活用は問題ないが、コン
コースにおいて放送設備を構成する一部機器の影響を受けてノイズが発
生することが確認された。

 非常用放送設備については、検証時の音量制限により十分な検証が実
施できなかった。

 また、会場の形状による音の反響の影響と思われる受信不良があった。

 特になし。

 特になし。

 非常用放送設備は放送設備の仕様により、本調査研究で取り上げた
音響通信技術を利活用することができなかった。

ー：本調査研究で取り上げた音響通信技術による検証が未実施である○：トリガー音の受信環境は概ね良好である
△：トリガー音の受信は一部エリアにおいて困難である

 特になし。

ー

ー

ー
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ない。 

競技会場において音響通信技術の導入を検討頂く際には上記の点に留意されたい。 

ただし、放送設備の特性によりトリガー音 TypeA～D を用いた情報伝達を行うこと

ができない場合にも、トリガー音 TypeG を用いた情報伝達を行うことは可能であ

る。 

競技会場の放送設備よりトリガー音の放送を行う TypeA～D と異なり、TypeG は

GPS 及びインターネット通信を活用するものである。競技会場において来訪者が使用

することができる通信環境が整備されていることが利活用の前提となるが、本前提を

満たす場合には TypeG を用いた情報伝達を行うことができる。 

多様な競技会場において音響通信技術の導入を検討する際には、本項において整理

した結果を参考として頂きたい。 

 

3-9-3．イベント運営者による音響通信技術の運用  

本調査研究において実施した実証実験の結果を踏まえ、音響通信技術を用いた情報

伝達を行うためのトリガー音放送の方法を理解・操作し、実際の競技会場において運

用することが可能か確認を行った。確認の結果、明らかとなった事項を以下に整理す

る。 

 

 トリガー音放送の方法をマニュアルに整理の上、競技会場において実際に放送設

備の操作を行う担当者において事前に同マニュアルの確認を行った場合には、イ

ベント当日滞りなくトリガー音の放送が可能である。 

 なお、トリガー音の放送は簡単な操作で行うことが可能であるため、イベント当

日にトリガー音放送の方法を確認するためにマニュアルを参照することも不要で

ある。 

 

上記の通り、事前に操作方法を整理した資料を確認することにより、イベント当日

は容易にトリガー音の放送が可能であることを確認した。 

また、「3-4-2. 伊豆 MTB コース（屋外会場）」において言及した通り、実証実験を

通じて、状況に応じ複数アナウンスを組み合わせ、それらを繰り返し再生できること

ができるプレイリストの作成を可能として頂きたい旨要望を頂いた。 

各種イベント運営に際しても、上記実証実験で確認したケースと同様に柔軟に放送

内容の変更を希望する場面は生じ得るものと想定される。 

そのような要望にも対応すべく、音楽再生ソフトからトリガー音を放送することが

できるよう対応を進めてきた。 

また、緊急時にトリガー音の放送を行う際には、放送設備から放送するトリガー音

の音量を安定的に確保するとの観点から、マイク前再生方式より、アナウンス補助シ
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ステムを活用する方が望ましいと考えられる。本調査研究の実施時点では、本調査研

究で対象とした音声情報技術に対応したアナウンス補助システムが開発段階であった

ため、トリガー音の放送に係る検証を行うことができなかった。今後、多様な競技会

場において、非常用放送設備よりトリガー音の放送を行うことを検討される場合に

は、実際に同システムを用いた実地検証を行った上で、導入に向けた検討を行うこと

が望ましい。 

続いて、競技会場において音響通信技術を用いた情報伝達を行う場合のアプリを利

用した来訪者からの問い合わせ対応について、本調査研究における実証実験を通じ、

具体的にどのような問い合わせがアプリ利用者より寄せられるか確認を行った。 

主な問い合わせとしては以下があげられる。 

 

 アプリを開くも、ローディング画面が続き、次の画面に進まない。 

 アプリにおいて情報が表示されない。 

 言語設定の方法等、アプリの使い方がよく分からない。 

 

各種イベントを競技会場において開催する際に音響通信技術を利活用する場合に

は、これらの問い合わせに加え、アプリに関する基本的な質問に関してもイベントス

タッフが来訪者に対して回答することが出来る状態を作り出すことが望ましいと考え

られる。 

以上の内容を踏まえ、競技会場において音響通信技術を利活用するためには、トリ

ガー音の操作方法等を整理し、音響通信技術の運用を支援するためのガイドラインや

アプリを利用する来訪者からの問い合わせ対応を可能とするためのガイドラインを作

成しておくことが不可欠であると考えられる。 

どのような考えのもとガイドラインを作成していくべきかに関しては、「4. ガイド

ラインの作成」において詳述する。 

 

3-9-4．アプリの機能  

本調査研究における実証実験を通じ、来訪者におけるアプリの使用性向上の観点、

イベント運営者が期待する役割・機能を果たすことが出来るかという観点より、アプ

リに対する要望を聴取の上、アプリの改善を行った。 

主なアプリの改善内容は以下の通りである。 
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図表 3-95 主なアプリの改善内容 

 

今後、競技会場において音響通信技術が利活用される環境構築が進展するよう、本

調査研究を通じ、上記の通り、イベント運営者及び来訪者双方にとっての利便性向上

に寄与するアプリの改善を実施した。 

 

 

  

項目 改善内容

・アナウンス履歴画面の右上に文字サイズ変更ボタンを追加

・アプリの画面が反転しないように設定

・既にiOSには対応済みであったが、Androidに関してもバックグラウ

ンド機能を追加

・バックグラウンド機能がデフォルトでオンとなるよう設定を変更

・トリガー受信時のバイブレーション時間を増加

設定

・トリガー音を受信するためには、スマートフォンのマイクをオンと

する必要がある

・アプリ使用時にマイクがオフになっている場合には通知を出す

・アプリに表示された文字情報の読み上げ機能をオン／オフで選択で

きるよう設定

・シアターモードにおいても読み上げ機能に対応

アプリ画面

バックグラウンド機能

音声対応
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4．ガイドラインの作成 

「3-9. 検証結果のまとめ」において、音響通信技術の利活用は競技会場における情

報伝達の充実に資するものであることを確認した。 

また、本調査研究で利活用した音響通信技術は、会場特性によらず多くの競技会場

おいて導入可能であることを明らかとした。今後、オリンピック・パラリンピック会

場をはじめ多様な競技会場において音響通信技術の利活用を進めていくためには、同

技術の運用方法等を整理の上、取りまとめることが肝要である。 

以上を踏まえ、以下図表に示す内容を取りまとめる形で音響通信技術を運用する上

で参照すべきガイドラインを作成した。 

 

 

 

図表 4-1 ガイドライン掲載情報 

 

競技会場における音響通信技術運用の前提として、競技会場にて音響通信技術の利

活用を可能とする環境を構築する必要がある。本観点より、情報端末と放送設備との

接続方法等、利活用環境の構築方法を整理した。 

次に、実際に競技会場においてトリガー音の放送を行うための情報端末の操作方法

等の整理を行った。 

アナウンスと併せ、トリガー音を放送するためのひとつの方法として、スマートフ

ォン等の情報端末において音楽再生ソフトを活用する方法があげられる。競技会場の

入退場口やビデオボードが設置されていない競技会場においては本方法により音響通

信技術を活用することが可能である。なお、本方法は平常時及び緊急時双方の情報伝

 利活用環境構築方法

 情報端末と放送設備との接続

 トリガー音量の調整

ガイドライン掲載情報

（音響通信技術を利活用する上で必要な情報）

 操作方法

 情報端末を利用する場合（音楽再生ソフトの活用）

 ビデオボード連動により対応する場合

 来訪者対応の際の留意事項

 来訪者よりSoudUDに関する問い合わせを受けた際のQ&A
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達に対応したものである。 

ビデオボードが設置されている競技会場においては、ビデオボードと連動させる形

でトリガー音を放送することが可能であることから、本手法によりトリガー音の放送

を行うための操作方法等を整理した。本方法についても、平常時及び緊急時双方の情

報伝達に対応したものである。 

また、競技会場内において音響通信技術を利活用する場合、アプリ利用者から各種

問い合わせが寄せられることが考えられる。競技会場において音響通信技術の利活用

を行うにあたり、円滑なイベント運営を実現するためには予め想定されるアプリに係

る想定問答をイベントスタッフにて共有しておくことが肝要である。本観点より、来

訪者対応の円滑な実施に寄与すると考えられる Q&A を作成した。本内容は、平常時

及び緊急時の双方で活用することを念頭に置いたものである。 

具体のガイドラインは、報告書末尾の別添資料として示す。 

なお、非常用放送設備よりトリガー音の放送を行う場合は、「3-9-3. イベント運営

者による音響通信技術の運用」において述べたように、アナウンス補助システムを活

用することが望ましいと考えられる。 

上記システムを活用する上で必要となる機器は現在開発が進められている状況であ

る。開発が終了し、競技会場への実装を図る場合には、上記機器の操作方法を確認す

る必要がある。 
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5．まとめ 

本調査研究においては、オリンピック・パラリンピックにおける音響通信技術の実

装及び多様な競技会場における音響通信技術の利活用環境構築を目指し、音響通信技

術の運用方法や運用の際の留意点について検証を行った。 

実証実験に協力頂いた組織委員会からは、情報伝達の充実に貢献するという観点よ

り、競技会場におけるイベント開催時に音響通信技術を利活用することは意義がある

と評価頂いた。併せて、同技術を運用する際の留意事項についても多様な意見を頂い

た。競技会場における音響通信技術の導入に向けては、それら意見を十分に参考にし

ながら、検討を進めていくことが肝要である。 

また、本調査研究において取り上げた音響通信技術は会場区分によらず導入が可能

であることを確認した一方、本調査研究において取り上げた音響通信技術に放送設備

の仕様が対応していない等が原因となり、競技会場に同技術を導入することができな

いケースが存在することを確認した。 

加えて、競技会場における放送設備からトリガー音を問題無く放送することが可能

であるかに関しては、机上調査だけでは明らかとすることができない事案（ノイズの

発生等）が存在することを確認したため、実際に競技会場において放送設備からトリ

ガー音の放送を実施する現地調査が不可欠であることを確認した。 

現地調査を経て、実際に競技会場において音響通信技術を利活用することが可能で

あることを確認した後には、その運用方針を定める必要がある。トリガー音の放送方

法については、ビデオボードとの連動や仮設スピーカーの活用等、柔軟な対応が可能

であり、競技会場におけるイベント関係者のニーズに沿った方法を採用することが可

能である。 

運用方針が定まり、音響通信技術の導入を決定したならば、同技術を通じて情報を

届けることができる対象者を増加させるため、競技会場来訪者に対して、アプリを使

用頂くよう周知を進めることが肝要である。 

上記を取りまとめる形で、競技会場における音響通信技術の利活用に向けた検討及

び対応の進め方を整理したものを以下に示す。 
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図表 5-1 競技会場における音響通信技術の利活用に向けた検討及び対応の進め方 

 

多様な競技会場において、上記を参考として頂きながら、音響通信技術の実装が進

むことを期待したい。 

また、音響通信技術の導入を決定した際、同技術の運用を支援する資料として、ガ

イドラインを作成した。ガイドラインは「利活用環境構築」「操作」「来訪者対応」の

観点より整理を行っている。本ガイドラインが、各競技会場における音響通信技術の

運用の一助となることを期待する。 

なお、本調査研究はオリンピック・パラリンピックにおける技術の実装をひとつの

目的として実施したものであるため、実証実験及び放送設備等に係る競技会場の調査

の対象をオリンピック・パラリンピック会場とした。各競技会場において音響通信技

術の導入が可能であるか検証を行ったところ、多くの競技会場において技術の導入が

可能であることが明らかとなった。 

本結果を踏まえ、オリンピック・パラリンピックにおける技術の実装に向けて、組

織委員会において引き続き検討を頂くこととなった。 

音響通信技術は競技会場のみではなく、交通機関や観光地においても利活用するこ

とが可能である。スマートフォンの利用者において、ひとつのアプリを通じ、多様な

シーンにて都度必要な情報を受け取ることができる状態は大変利便性が大きいと言え

る。 

様々な関係者による連携のもと、多くの方々が利便性を享受することができる情報

伝達手段が普及していくことを期待する。 

放送設備への導入可否の確認

（机上調査）

運用時の留意事項の確認

（現地調査）

運用方針の決定

 放送設備の仕様（対応周波数帯域）を確認の上、トリガー音の放送が可能であるか確認する。

 「競技用／非常用放送設備双方に対し導入可能」、「競技用／非常用放送設備いずれかに対し導入
可能」である場合、後続の検討ステップに進む

 「競技用／非常用放送設備いずれも導入不可」である場合、音響通信技術を利活用することはできない

 現地調査を通じ以下を確認する。

 競技会場におけるエリア毎のトリガー音の受信状況

 トリガー音放送時に放送設備を原因とするノイズの発生等、運用上支障となる事象の有無

 現地調査の結果を踏まえ、以下項目を検討の上、音響通信技術の運用方針を決定する。

 音響通信技術の導入（利活用環境構築）、操作及び来訪者対応、それぞれの実施主体

 トリガー音の放送方法（ビデオボードとの連動や仮設スピーカーの活用等、柔軟な対応が可能であり、
競技会場におけるイベント関係者のニーズに沿った方法を採用することが可能）

導入の決定
 実際に競技会場におけるイベント開催時に音響通信技術を用いた情報伝達を実施する。

 なお、来訪者にアプリを利用頂き、音響通信技術を用いた情報伝達の効果を発現させるための周知方針を
検討の上、周知を実施する。

導入意義の確認

 以下の観点を踏まえながら、競技会場におけるイベント開催時に音響通信技術の導入意義を確認する。

 競技会場における多様な情報伝達手段の中で音響通信技術に期待する役割は何か

 音響通信技術の活用場面、情報伝達の対象となるターゲット及び同ターゲットに対し発信する内容は何か

 導入を希望する場合は後続の検討ステップに進む。
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１．競技会場において音響通信技術の果たす役割
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２．音響通信技術の概要
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３．音響通信技術を運用する上で必要な情報
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競技会場において音響通信技術を利活用するためには、利活用のための環境を構築した上、トリガー音を放送することが必要
です。加えて、アプリを利用した競技会場来訪者より音響通信技術に関する問い合わせがなされることも想定されるため、問い
合わせに対応することができる体制を整えておくことが重要です。

上記を踏まえ、本ガイドラインにおいては、実際に競技会場において音響通信技術を運用するにあたって必要となる情報を取りま
とめます。

音響通信技術を運用する上で必要な情報

 利活用環境構築方法

 情報端末と放送設備との接続

 トリガー音量の調整

音響通信技術を利活用する上で必要な情報

 操作方法

 情報端末を利用する場合（音楽再生ソフトの活用）

 ビデオボード連動により対応する場合

 来訪者対応の際の留意事項

 来訪者よりSoudUDに関する問い合わせを受けた際のQ&A

本ガイドライン中

「４．利活用環境構築方法」にて整理

本ガイドライン中

「５．操作方法」にて整理

本ガイドライン中

「６．来訪者対応の際の留意事項」にて整理



４．利活用環境構築方法

8













５．操作方法

14













６．来訪者対応の際の留意事項

20





分類 回答質問#

アプリ動作

 会場内アナウンスに、トリガー音という人に聞こえづらい帯域の音も合わせて発信し、それをスマホが認識
して多言語情報を発信しています。

どういう仕組みなの？

ダウンロードできないが、どうすればよ
いか？

アプリ設定

 携帯端末の空き容量を確認してください。ダウンロードには、60M程度の容量を必要とします。上記でも
ダウンロードできない場合は、対応未端末と思われます。

言語設定を変えたいが、どうすればよ
いか？

 アプリ トップ画面右下アイコン 設定 → 表示言語 から設定を変更してください

 変更後は、アプリを一度落としていただき、再度起動の上ご利用ください

会場のどこで使えるの？
 主に、手荷物検査場付近アナウンス、会場内アナウンス（注意喚起）、緊急アナウンス（地震等が発
生した場合）

アプリが動作しないが、どうすればよい
か？

 トップ画面右下のデータ更新日が日付が表示されている確認をお願いします。
本日日付になっていない場合は、インターネット環境下でアプリを再度立ち上げ、Loading表示が消え
るまでお待ちください

 マイクで情報を取得しているため、マイク部分を塞がず、トリガー音が発信されているスピーカー（アナウン
スが放送されているスピーカー）に近づくように移動をお願いします。

 マイクで情報を取得しているため、録音や他のアプリなどでマイクを使用している場合は情報を取得できま
せん。

アプリは、バックグラウンドで立ち上げ
ていないとだめなの？

 はい、バックグラウンドで立ち上げてください。

（iOSの場合）トップ画面右下アイコン 設定 → バックグランド取得 を選択してください

（Androidの場合） 2020年4月頃のアプリアップデート後には設定することができます

文字を大きくできないの？  2020年4月頃のアプリアップデート後には文字サイズの変更が可能になります（更新予定）

１

５

６

２

３

４

７

対応言語数は？  日・英・中・韓・仏・西の6か国語に対応しています。

競技場以外で使えるの？
 鉄道、商業施設、アミューズメントパークや劇場等で利用できます

 詳しくはアプリの設定よりご確認ください

8

9

その他

来訪者とのQ＆A
来訪者から音響通信技術に関する問い合わせを受けた際のQ&Aを記載します。これらを参考として対応を行うことが可能です。
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